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幼稚園教育実習Ⅰ指導の体制について，これまで実習担当者とホーム指導教員のみで行っていたものを，令和元年度は児童教育
学科所属の全教員で分担して指導することを試みた．本稿は，個々の学生の実習事後指導におけるアンケートの結果，また指導を
行った教員のアンケート内容を分析し，今後の実習指導の在り方について，検討を行った．養成校として学生が実習で何を学び，
何を課題として持ち帰ってくるかを基に実習指導として教員が何を指導していくのか，全教員による共通理解を図り行っていく必
要性が示唆された．
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１．はじめに
鹿児島女子短期大学（以下，本学）では，児童教育学科

に小幼保コース，幼保コースの２コースがある．「幼稚園
教諭二種免許状」を取得するためには１年次後期に行われ
る「幼稚園教育実習Ⅰ指導」を受講するとともに，１年次
後期に附属幼稚園において「幼稚園教育実習Ⅰ」２週間，
２年次前期に，「幼稚園教育実習Ⅱ指導」（幼保コース）を
受講して外部幼稚園において「幼稚園教育実習Ⅱ」２週間

（幼保コース），もしくは「小学校教育実習指導」を受講し
て小学校において「小学校実習」２週間（小幼保コース），
計４週間の教育実習を行う必要がある．その中で「幼稚園
教育実習Ⅰ」は，学生が入学して初めて行う実習であり，
以後の実習や学生生活に大きな影響を与えることを鑑み，
本学では別名「基本実習」という位置づけとなっている．
附属幼稚園における実習であることから，実習前後の実習
連絡会のみならず，事前指導等においても実習先の協力を
得ており，幼稚園の先生方と密に連携を図ることが可能で
ある．しかし，本学側の事前指導・実習期間・事後指導に
ついては，ややもすれば実習担当者・指導教員が学生と関
わり，指導していくという一面があり，全教員で連携して
実習指導を行っていく体制ではなかった．近年実習指導に
関しては，全教員が関わっていくことが推奨されている．
本学もその流れに沿って，令和２年度は全教員が実習指導
に入ることにした．そうすることで，教材研究，指導案指

導等について学生と関わりをもって，一人一人の学生が実
習に対して抱く不安や自分自身の課題・改善点を意識でき
るのではないかと考えた．本稿では，養成校としての実習
の一例として，今回どのような体制で指導を行ったのかを
報告する．また，その指導体制で，学生にどのような意識
や姿が見られたか，事後指導の折に取ったアンケートに
よって，その現状や課題について分析した．さらに，実習
指導にかかわった教員を対象とした事後アンケートについ
ても分析している．

これらを基にして，事前指導の在り方や課題について検
討し，より実践に役立つ実習指導を行うための礎にするこ
とを目的としている．

２．幼稚園教育実習の概要
２．１　幼稚園教育実習Ⅰの目的（本学「幼稚園教育実習
の手引き1）」より抜粋）
１　幼稚園教諭の体験的学習

第一に幼稚園という教育機関について，第二は幼児につ
いて，第三は幼稚園教諭としての活動や職務について，理
解を深めることが目標となる．
２　保育技術の実践的修得

観察力を養い，指導案の作成や保育を担当することで，
教育を実践する能力や具体的な指導技術を身に付ける．
３　保育観，教育観，子ども観の確立
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幼稚園教育のあるべき姿を学び，育てたい幼児像を思い
描き，教師としての自覚を持つようになる．
４　社会人としての自立を目指す

職務の遂行にかかわる処理能力や態度を養い，社会人と
してふさわしい行動がとれるようになる．

このように，幼稚園教育実習Ⅰにおいては，まず，学ん
だ知識や技術を現場で確認し，実践することである．時と
して，「理論と実践は異なる」という印象を持つこともあ
るかもしれないが，その原因は，理論そのものにある場合
や，理論の誤った解釈や適用なども少なくない．大切なこ
とは，目の前の幼児と教師たちの様子を，曇りのない目で
しっかりと観察し，幼児教育の現場のありのままの姿を心
に焼き付けることである．そこから，何をどう考えていく
のか，改めて学習し直すきっかけをつかむことを目的とし
ている．

２．２　実習園
　附属 A 幼稚園（鹿児島県鹿児島市）
　　・３歳児３クラス
　　・４歳児３クラス
　　・５歳児２クラス　計８クラス
　附属 B 幼稚園（鹿児島県鹿児島市）
　　・３歳児２クラス
　　・４歳児２クラス
　　・５歳児２クラス　計６クラス
　附属 C 幼稚園（鹿児島県鹿児島市）
　　・２歳児１クラス
　　・３歳児２クラス
　　・４歳児３クラス
　　・５歳児２クラス　計８クラス

２．３　対象学生
児童教育課学科１年生191名
・前期（１，２，３組）82名
・後期（４・５・６組）109名

２．４　実習期間と園における配属組
・前期：令和元年11月５日（火）～11月18日（月）１・２・

３組
・後期：令和元年11月26日（火）～12月９日（火）４・５・

６組
幼稚園の各クラスに幼稚園の担任の勤務年数に応じて２

～７名学生を配属

３．実習指導の具体的内容
表１は，児童教育学科の令和元年度「幼稚園教育実習Ⅰ

指導」授業計画である．この計画表には載っていないもの
として，１年前期（６月）における実習先への観察・講話
が２コマ分，キャリア教育研修の一環として行われてい
る．また，表２は教材研究における各配当教員（本学）と
学生の教材研究，指導案作成指を個別に指導してもらう指
導期間を示した工程表である．以前の授業外の指導，担当
保育の教材研究指導，指導案作成指導については，学科の
ホーム担当教員が，自分の担当している学生の指導を行う
ことが通例であった．しかしこれでは，１クラスあたり15
名～20名の学生の指導を行わなければならず，個に対応し
た指導へなかなか時間が取れないという問題点があった．
この部分を，児童教育学科全教員で分担することにより，
４～10名の学生の指導を行えるようにし，より個に対応し
た指導ができるようにした点が，今年元年度より改定した
指導内容である．

４．幼稚園教育実習Ⅰ事後アンケート調査の結果と

分析
令和元年「幼稚園教育実習Ⅰ指導」の最終日に事後指導

として，学生に表３の項目内容のアンケートを実施した．
アンケートの項目については奈良佐保短期大学を参考にさ
せていただいた２）．調査結果については表４に示す．

表４. １「実習中に幼稚園担任や園長先生から指導を受
けた内容」については，多い順に「援助・言葉かけ」
82.7%，「子どもとの関わりについて」49.2%，「部分保育（手
遊びや，歌唱指導，絵本読み聞かせ等）」46.1%，「環境構成」
45.5% と答えている．また，表４. ２「実習終了時に最も
達成されなかった課題」については，多い順に「手遊びの
レパートリーが少ない」51.3%，「トラブル場面での指導」
47.1%，「全体を見ることができない」47.1%，「言葉かけが
うまくいかない」38.2%，「内面を理解した援助」31.4% と

期　　日  時限   クラス    内     容

8月8日
3限 全クラス

幼稚園実習の指導ガイダンス
幼稚園教育実習の意義と目的
夏季休業中の課題について

9月20日 1,2限 全クラス

オリエンテーション
（夏季休業課題の確認、実習にか
かる諸注意事項、指導案にかかる
こと）

9月26日

オリエンテーションⅠ

10月10日

オリエンテーションⅡ

（前期実習）

10月25日

オリエンテーションⅡ

（後期実習）

11月22日 5限 前期 前期日程事後指導（講義）

12月13日 3限 後期 後期日程事後指導（講義）

表１　令和元年度 幼稚園教育実習Ⅰ指導

実習園でのクラス別
オリエンテーション

(保育案4案＋試作提示）
4,5限

 後期（4,5,6組）
 実習園別

4,5限

実習園でのクラス別
オリエンテーション

(保育案提示）

10月18日

4,5限
 全クラス
実習園別

5限
全クラス
実習園別

歌・体操・絵画制作等の
指導

前期（1,2,3組）
 実習園別

実習園でのクラス別
オリエンテーション

(保育案4案＋試作提示）

表１　令和元年度　幼稚園教育実習Ⅰ指導
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答えていて，５つの項目を課題として持ち帰ったことが伺
える．一方で表４. ３「実習でできたこと」として８割の
学生ができたと答えた項目が，「子どもの名前を全部覚え
ることができた」，「一日の保育の流れをつかむことができ
た」，「一日の先生の動きが把握できた」，「積極的に子ども
と関わることができた」，「子どもたちと話をする際，丁寧
で優しい言葉使いに気を付けることができた」，「実習生と
してふさわしい実習態度ができた」，「先生としての役割を
体験することができた」，「幼稚園教諭という仕事のやりが
いを得ることができた」，「幼稚園教諭の職務や役割につい
て理解を深めることができた」と17項目中９項目であっ
た．

また，これらの項目に答えた後に表４. ６「今回の実習
で難しいと感じたこと」を記述させたところ「全体把握の
仕方」，「言葉かけに関すること」「観察で見ていても実際
に自分がするとなったときに思うようにできない難しさ」
という保育の内容に関するものと，「語彙力のなさ」，「ピ
アノ導入の難しさ」などの普段からの努力によって獲得し
ていくものに大きく分けることができた．

本学における幼稚園教育実習Ⅰは，一番初めの実習であ
るものの，２週間を通しての観察実習と，参加実習，担当
保育と実習のあらゆるものを経験する場をいただいてい
る．その中で学生が何を習得し，何を課題として持ち帰っ
ているのかを教員側も把握し，その後に続く実習への橋渡
しを行っていく必要がある．表４. ３で８割の学生が達成
できたことは，ある意味保育者・教育者という職種におい
ての入り口で当たり前のことであろうが，それが達成でき
ていたことからも，この仕事に向き合う準備ができたと筆
者らは考える．また，表４. ２の課題として持ち帰った内
容について，手遊び等の技術に関しては，日ごろから保育
に関することに興味を持つ，保育雑誌に目を通す，専門の
教員に相談する，園へのボランティア等に参加しその園で
使われている手遊び等を習得するといった，主体的に自分
から保育に関わろうという意識が必要となってくる．これ
は，表４. ６の「語彙力」や「ピアノ」に関しても同様で
あろう．学生が将来を見据えて，実習ごとに自分の立ち位
置を確認しながら，保育士・教育者として懸命に取り組む
意識が求められる．また，教員も日常の学生生活の中で，
気づきを促すことができる必要がある．

また，指導案指導を通して学生が抱えている問題点とし
て，子どもの実態がつかめないという点が挙げられる．そ
れが，言葉がけや援助がうまくいかなかったと学生が感じ
た点であろう．これも今後の実習において，子どもたちと
積極的に関わっていく中で理解していくことに加え，日々
の講義等を通じてしっかりと理論を理解していく必要があ
る．

表４. ７「実習を通して本学の指導について要望するこ
とがあれば書きましょう」については，２パターンに大き
く分かれた．「教材研究から指導案作成まで丁寧に指導し
ていただき感謝している」という意見と，「１度しか見て
もらえず実習を迎えるにあたって少々不安が残った」とい
う意見である．令和元年度から全教員で実習指導に当たっ
ていくということを開始したため，教員間の指導の理解を
すり合わせる機会が少なかったことが，学生がこのように
感じた一因ではないかと感じている．この内容に関して
は，次の指導にかかわった教員のアンケートにも表れてい
る．

５．実習指導にかかわった教員のアンケート
実習後教員に２つの項目でアンケートを行った．一つは

「来年度幼稚園教育実習に関して以前の形（本学指導教員
に指導をお願いする）と，今回の形（全教員による指導を
お願いする），そのほかの形で行ったほうが良いと感じて
いるか」もう一つは「その他幼稚園教育実習Ⅰの指導，実
習，附属幼稚園との連絡会に関して思っていることを自由
記述」である．

一つ目の項目に関しては以下の通りであった．
・学生を教員で分担して指導できるのは，学生一人一人に
深い指導ができるのでとてもありがたかった．
・今回の形が良いと感じたが，自分が指導教員をしている
学生で，自分が担当ではなかった学生から「とある先生は
１回しか見てくれなかったので不安である．見てもらえま
せんか」という質問を受け，担当以外で数名チェックした．
・今年度は前後期併せて10数名の指導となったが，担当す
る人数や時期が分散したため，例年よりも細やかな指導が
できた．
・一部の担当者に偏らず，大学全体として実習を支援する
仕組みができていることが求められていることからも，今
回の全教員による指導そのものは良いと思う．あとは実質
の問題と感じている．講義をあまり持たないコースのっ学
生への指導徹底という点では難しさを感じることもあっ
た．「実習担当教員に対する FD」も求められている時期
なので，学科全教員を集めて「実習とは何であるか」とい
うことをしっかりと時間をかけてやる必要性もあると感じ
ている．
・自分の指導担任をしている学生が「担当の先生に１回見
せたらもういいと言われたけど不安なので見てください」
と来た際に確認したら，誤字脱字，内容の不備などたくさ
んあり，結局自分の指導教員の学生をほとんど指導した．
自分自身も自分の指導担任をしている学生にはきちんとし
た内容で実習を迎えてほしいため，自分自身で確認したほ
うが安心である．
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以上のような内容であった．概ね全教員による指導によ
り，きめ細やかな指導ができたことに手ごたえを感じてい
る様子がうかがえる．一方，先にも述べたが，初めての試
みで，学生がどのようなことを求め，事前指導として何を
学生に提供していくという点に関して，共通理解を図る時
間があまりとれなかったことから，指導への差というもの
が現れ，それを比較した学生が，指導に係る時間が少な
かったときに不安を感じる一因となったことが，教員の側
にも見て取れた様子である．

二つ目の自由記述において，学生へ実習指導という観点
からの部分を抜き出すと，以下のことが書かれていた．
・事前指導を分担したときに，学科の先生方が「指導案作
成の指導」がどの程度できるか，というのは疑問に思う．
例えば，大学にずっといらっしゃって，指導案を書いたこ
とがなく，教科教育や指導法が専門ではない先生方が，ど
の程度まで指導してくださっているのか疑問を感じる．実
習担当者が，「こんな感じで添削を」という資料を出して
くださいました．先述したような先生方がどの程度まで読
み取ることができたのでしょうか．そこで，あの資料を基
にして「指導案とはこういうものですよね．ここにはこう
いうことを書いて，こっちにはこういうことを書くんです
よね」ということを共通理解する場が必要なのではないか
と思います．指導される側の学生が平等に指導を受けられ
るとよいのだがという思いがあります．
・教員に届いた実習ノートを見て，附属幼稚園でどのよう
な指導を受けているのかを知ることのできる良い機会と
なった．
・幼稚園教育実習Ⅰと同じ学生を継続的に指導するわけで
はないようなので，学生への実習成績の告知や，実習ノー
ト等の返却は今回のように実習の指導教員を介す必要性を
あまり感じなかった．

６．今後に向けて
養成校においては，どのようにその教員がキャリアを重

ねてきたか，実習指導にどの程度関わってきたかというこ
とで指導の内容に差が生じるのは仕方のないことと感じる
一面もある．しかし，特定の教員が実習指導に関わるので
はなく，学科全体でという近年の流れ，また，少人数教育
が叫ばれる中では，その差について FD を通じて培ってい
く必要性がある３）．また，当たり前かもしれないが，養成
校として，どのような学生を社会へ出していくという３P

（AP: アドミッションポリシー，CP: カリキュラムポリ
シー，DP：ディプロマポリシー）を含めた確固たる信念
のもと，カリキュラムの系統性，実習に関しても各実習担
当者がそれぞれ考えるのではなく，段階的に学生を育てて
いく見通しをもって，指導に当たっていく必要性があると

感じる．
学生がそれぞれの実習において何を学び，何を課題とし

て持ち帰ってきているのかを，今一度しっかりと見定め学
生の学びの質をどのように高めていくのかが課題である．

謝辞
幼稚園教育実習Ⅰを行うにあたり，実習先としてご協力

いただいた附属幼稚園の園長，主任，ならびに教員の皆様
に感謝申し上げます．

引用文献
１）鹿児島女子短期大学編「教育実習の手引き」pp17–34 （2019）
２）増井啓子　アンケートから見える教育実習指導の七尾と課題

―実習事前指導・実習・実習事後指導を通して―奈良佐保短
期大学研究紀要特別号 pp87–101 平成30.2 2018

３）文部科学省教職課程質保証のためのガイドライン検討会議
（第１回）会議資料　資料３　教職課程の質保証に関する基
礎資料 https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20201124-
mxt_kyoikujinzai02-000011192_03.pdf　（2020年11月24日） 

（2020年12月25日　受理）
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令
和
元
年
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幼
稚
園
教
育
実
習
Ⅰ
　
指
導
日
程
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0
1

月
　

9

幼
稚
園
始
業
式
？

文
化
の
日

振
替
休
日

幼
稚
園
運
動
会

?

敬
老
の
日

表２　令和元年度　幼稚園教育実習Ⅰ　指導日程
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児
童
教
育
学
科
 

1
年
（

）
組
 
（
 

）
番
 
氏
 
名
（

）

実
習
園
（
 

）
幼
稚
園
 
（
 
 
 

歳
児
ク
ラ
ス
）（

）
組

1 
実
習
中
に
幼
稚
園
担
任
や
園
長
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
た
内
容
に
つ
い
て

3
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
に
あ
れ
ば
そ
の
他
に
記
入
し

ま
し
ょ
う
。（

数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

①
援
助
・
言
葉
が
け

②
部
分
保
育
（
手
遊
び
や
、
歌
唱
指
導
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
等
）

③
環
境
構
成

④
ね
ら
い
の
設
定
に
つ
い
て

⑤
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

⑥
誤
字
脱
字

⑦
準
備
や
片
付
け
に
つ
い
て

⑧
教
職
員
間
の
連
絡
や
報
告
に
つ
い
て

⑨
そ
の
他
（

 
 
）

2 
実
習
終
了
時
に
最
も
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
課
題
と
し
て
残
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か

 
3
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
・
生
活
習
慣
の
指
導
（
 
 
）

  
 

・
記
録
等
作
成
・
指
導
案
訂
正
に
時
間
が
か
か
る
（
 
 
）

・
言
葉
か
け
が
う
ま
く
い
か
な
い
（

）
・
記
録
等
の
内
容
が
深
ま
ら
な
い
（

）

・
発
達
等
保
育
専
門
知
識
（
 
 
）

・
記
録
等
の
項
目
の
具
体
的
な
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
（

）

・
内
面
を
理
解
し
た
援
助
（
 
 
）

・
手
遊
び
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い
（

）

・
遊
び
の
援
助
（
自
由
遊
び
の
中
の
援
助
）（

 
 
）

・
絵
本
読
み
聞
か
せ
等
保
育
技
術
（

）

・
ト
ラ
ブ
ル
場
面
で
の
指
導
（
 
 
）

・
保
育
者
と
の
か
か
わ
り
（

）

・
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
（

）
・
そ
の
他
（
そ
の
内
容

）（
 

）

3 
該
当
す
る
箇
所
全
て
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
し
ょ
う

 
□
子
ど
も
の
名
前
を
全
部
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た

□
一
日
の
保
育
の
流
れ
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た

□
一
日
の
先
生
の
動
き
が
把
握
で
き
た

□
一
日
の
幼
稚
園
の
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た

□
積
極
的
に
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た

□
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
幼
児
に
つ
い
て
理
解
で
き
た

□
子
ど
も
た
ち
と
話
を
す
る
際
、
丁
寧
で
優
し
い
言
葉
遣
い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

□
実
習
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
挨
拶
や
実
習
態
度
が
で
き
た

□
弾
き
歌
い
が
で
き
た

□
適
切
な
指
導
や
援
助
の
方
法
が
理
解
で
き
た

□
先
生
と
し
て
の
役
割
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

□
幼
稚
園
教
諭
と
い
う
仕
事
の
や
り
が
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

□
幼
稚
園
教
諭
の
職
務
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

□
保
育
指
導
案
の
「
幼
児
の
姿
」「

ね
ら
い
」「

活
動
に
つ
い
て
」「

本
時
の
展
開
（「

環
境
構
成
」「

予
想
さ
れ
る
幼
児
の
活
動
」「

教
師

の
援
助
」）
」
な
ど
の
書
く
べ
き
内
容
が
分
か
り
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

□
実
習
記
録
の
「
環
境
構
成
」「

実
習
項
目
」
な
ど
の
書
く
べ
き
内
容
が
分
か
り
要
点
を
抑
え
て
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
た

□
記
録
等
は
誤
字
、
脱
字
、
記
入
も
れ
な
く
提
出
で
き
た

□
保
育
室
・
園
庭
等
園
の
環
境
に
お
け
る
保
育
者
の
意
図
や
ね
ら
い
を
理
解
で
き
た

4 
今
回
の
実
習
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
書
き
ま
し
ょ
う

 

5 
今
回
の
実
習
で
難
し
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
を
書
き
ま
し
ょ
う

 

6 
今
回
の
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う

 

7 
実
習
を
通
し
て
短
大
の
指
導
に
つ
い
て
要
望
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
書
き
ま
し
ょ
う

 

8 
短
大
の
実
習
の

4
案
・
保
育
指
導
案
・
お
別
れ
会
・
記
録
の
確
認
等
の
指
導
に
つ
い
て
要
望
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
書
き
ま
し
ょ
う

 

9 
※
す
み
れ
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
利
用
者
の
み

 
要
望
等
あ
れ
ば
書
い
て
く
だ
さ
い

10
 
幼
稚
園
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
書
き
ま
し
ょ
う

 

表３　令和元年度　幼稚園教育実習Ⅰ終了後の振り返りアンケート
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 表
4 ．

１
 
実
習
中
に
幼
稚
園
担
任
や
園
長
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
た
内
容
に
つ
い
て
（
複
数
回
答
）

 
項
目

 
回
答
数

 
回
答
数

/1
91

名
 

援
助
・
言
葉
が
け

 
15

8 
82

.7
%

 
部
分
保
育
（
手
遊
び
や
、
歌
唱
指
導
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
等
）

 
88

 
46

.1
%

 
環
境
構
成

 
87

 
45

.5
%

 
ね
ら
い
の
設
定
に
つ
い
て

 
36

 
20

.4
%

 
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

 
95

 
49

.7
%

 
誤
字
脱
字

 
45

 
23

.6
%

 
準
備
や
片
付
け
に
つ
い
て

 
60

 
31

.4
%

 
教
職
員
間
の
連
絡
や
報
告
に
つ
い
て

 
14

 
7.

3%
 

そ
の
他

 
11

 
5.

8%
 

※
そ
の
他
に
つ
い
て
・
園
の
特
色
に
つ
い
て

  
・
観
察
時
の
姿
勢

 
・
全
体
把
握

 
 

 
・
子
ど
も
の
安
全
面
に
つ
い
て

 
・
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
 
・
指
導
案
の
内
容

 
 

 
・
体
調
管
理
に
つ
い
て

 ・
日
誌
の
環
境
構
成
の
記
入
の
仕
方

 ・
活
動
の
導
入
の
大
切
さ

 
 

 
・
座
る
向
き
（
背
中
の
向
き
）

 
・
全
体
で
集
合
す
る
と
き
は

5
分
前
に
集
ま
る
こ
と

 
表

4 ．
2  

実
習
終
了
時
に
最
も
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
課
題
（
複
数
回
答
）

 
項
目

 
回
答
数

 
回
答
数

/1
91

名
 

生
活
習
慣
の
指
導

 
15

 
7.

9%
 

言
葉
か
け
が
う
ま
く
い
か
な
い

 
73

 
38

.2
%

 
発
達
等
保
育
専
門
知
識

 
39

 
20

.4
%

 
内
面
を
理
解
し
た
援
助

 
60

 
31

.4
%

 
遊
び
の
援
助
（
自
由
遊
び
の
中
の
援
助
）

 
23

 
12

.0
%

 
ト
ラ
ブ
ル
場
面
で
の
指
導

 
90

 
47

.1
%

 
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

 
90

 
47

.1
%

 
記
録
等
作
成
・
指
導
案
訂
正
に
時
間
が
か
か
る

 
44

 
23

.0
%

 
記
録
等
の
内
容
が
深
ま
ら
な
い

 
21

 
11

.0
%

 
記
録
等
の
項
目
の
具
体
的
な
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い

 
9 

4.
7%

 
手
遊
び
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い

 
98

 
51

.3
%

 
絵
本
読
み
聞
か
せ
等
保
育
技
術

 
16

 
8.

4%
 

保
育
者
と
の
か
か
わ
り

 
4 

2.
1%

 
そ
の
他

 
7 

3.
7%

 
※
そ
の
他
に
つ
い
て
・
導
入
の
際
の
ル
ー
ル
や
約
束
・
反
省
会
で
の
考
察
が
言
え
な
い
・
教
材
研
究
・
幼
児
に
対
す
る
言
葉
遣
い

 
 

 
・
次
の
活
動
を
考
え
た
保
育
・
担
当
保
育
の
準
備
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が

わ
か
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を
抑
え

て
記
入

保
育
指
導
案
の
書

く
べ
き
内
容
が
わ
か

り
作
成

幼
稚
園
教
諭
の

職
務
や
役
割
に
つ
い

て
理
解

幼
稚
園
教
諭
と
い

う
仕
事
の
や
り
が
い

を
得
る

先
生
と
し
て
の
役
割

を
体
験

適
切
な

指
導
や
援
助
の
方
法

の
理
解

弾
き
歌
い

実
習
生
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
実

習
態
度

子
ど
も

た
ち
と
話
を
す
る
際

、
丁
寧
で
優
し
い
言

葉
使
い

子
ど
も
た
ち
と
の

か
か
わ
り
か
ら
の
幼

児
理
解

積
極
的
に
子
ど

も
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
た

一
日
の
幼
稚
園
の
仕

事
を
覚
え
る
こ
と
が

で
き
た

一
日
の

先
生
の
動
き
が
把
握

で
き
た

一
日
の
保
育
の
流

れ
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
た

子
ど
も
の
名
前
を

全
部
覚
え
る
こ
と
が

で
き
た で
き
た

で
き
な
か
っ
た

項
目

 
で
き
た

 
で
き
な
か
っ
た

 
子
ど
も
の
名
前
を
全
部
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た

 
16

4 
27

 
一
日
の
保
育
の
流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た

 
18

9 
2 

一
日
の
先
生
の
動
き
が
把
握
で
き
た

 
15

4 
37

 
一
日
の
幼
稚
園
の
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た

 
96

 
95

 
積
極
的
に
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た

 
18

2 
9 

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
幼
児
に
つ
い
て
理
解
で
き
た

 
10

0 
91

 
子
ど
も
た
ち
と
話
を
す
る
際
、
丁
寧
で
優
し
い
言
葉
使
い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

 
16

0 
31

 
実
習
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
挨
拶
や
実
習
態
度
が
で
き
た

 
16

6 
25

 
弾
き
歌
い
が
で
き
た

 
11

3 
78

 
適
切
な
指
導
や
援
助
の
方
法
が
理
解
で
き
た

 
11

0 
81

 
先
生
と
し
て
の
役
割
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

 
17

9 
12

 
幼
稚
園
教
諭
と
い
う
仕
事
の
や
り
が
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

 
18

1 
10

 
幼
稚
園
教
諭
の
職
務
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

 
16

4 
27

 
保
育
指
導
案
の
「
幼
児
の
姿
」「

ね
ら
い
」「

活
動
に
つ
い
て
」「

本
時
の
展
開
（「

環
境
構
成
」「

予

想
さ
れ
る
幼
児
の
活
動
」「

教
師
の
援
助
」）
」
な
ど
の
書
く
べ
き
内
容
が
分
か
り
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
た

 

13
3 

58
 

実
習
記
録
の
「
環
境
構
成
」「

実
習
項
目
」
な
ど
の
書
く
べ
き
内
容
が
分
か
り
要
点
を
押
さ
せ
え

て
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
た

 
10

5 
86

 

記
録
等
は
誤
字
、
脱
字
、
記
入
漏
れ
な
く
提
出
で
き
た

 
16

 
17

5 
保
育
室
・
園
庭
等
園
の
環
境
に
お
け
る
保
育
者
の
意
図
や
ね
ら
い
を
理
解
で
き
た

 
15

2 
39

 

表４　令和元年度　幼稚園教育実習Ⅰ終了後の振り返り結果
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表表
44．．

44  
今今
回回
のの
実実
習習
でで
うう
れれ
しし
かか
っっ
たた
ここ
とと

  
・
先
生
方
が
自
分
の
保
育
を
よ
く
見
て
、
褒
め
て
下
さ
っ
た
こ
と

 
（
先
生
方
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
掛
け
で
ほ
め
て
く
れ
た
か
を
具
体
的
に
書
い
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た
で
す
）

 
・
日
誌
で
の
教
師
の
返
事

 
・
幼
児
が
自
分
の
名
前
を
覚
え
て
「
○
○
先
生
」
と
呼
ん
で
く
れ
た
こ
と

 
・
担
当
保
育
を
楽
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と

 
・
自
分
の
担
当
保
育
を
幼
児
が
発
展
さ
せ
て
遊
ん
で
く
れ
た
こ
と

 
・
幼
児
が
遊
び
に
積
極
的
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と

 
・
最
後
の
集
団
リ
ズ
ム
で
花
道
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と

 
・
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
た
と
思
う
瞬
間
が
多
か
っ
た
こ
と

 
・
幼
児
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
こ
と

 
 表 表

44．．
55  

今今
回回
のの
実実
習習
でで
難難
しし
いい
とと
感感
じじ
たた
ここ
とと

  
・
全
体
把
握
の
仕
方

 
・
幼
児
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
理
解
し
て
も
る
為
の
言
葉
の
選
択
説
明
の
仕
方

 
・
時
間
配
分
と
、
配
慮
す
る
幼
児
の
援
助
、
言
葉
掛
け

 
・
幼
児
同
士
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
の
言
葉
掛
け

 
・
記
録
の
書
き
方

 
・
観
察
で
見
て
い
て
も
実
際
に
自
分
が
す
る
と
な
っ
た
と
き
に
思
っ
た
よ
う
に
で
き
な
い
難
し
さ

 
・
語
彙
力
の
な
さ

 
・
ピ
ア
ノ
や
テ
レ
ビ
視
聴
の
導
入
が
難
し
か
っ
た

 
・
教
師
の
位
置
や
環
境
構
成
が
特
に
難
し
か
っ
た

 
・
時
間
の
逆
算

 
 


